
１．はじめに
1962年に韓国で初めて男性看護師が誕生して以来、

2013年から急増して2016年には1万人を超えた。2017
年12月には男性看護師が12,152人になり、2017年度第
57回看護師国家試験の合格者19,437人のうち男性の合
格者は2,134人で、合格者全体の10.96％を占めた 1）。女
性の職種として認識されてきた看護師が専門職として認
められ、性の固定観念から囚われない社会的雰囲気の変
化が起きてきたことや就職先が減少している経済的不況
下においても安定的な給料が得られることなどから、看
護職を選択する男性が増加してきた 2）。
また、家族や親戚に対する看護師の評価は良い方向に
変化してきているので、男性看護師の数が急速に増加す
ることで、医療現場における男性看護師の役割および必
要性が広がりつつあり、さらなる新しい変化および飛躍
の時期になってきた 3）。

２．韓国での看護職に対するイメージ
看護職に対するイメージは、看護師以外の一般人の考
え方および看護師自身の看護職に対する認識をあわせて

形づくられており、看護の政策決定、学生の進路決定、
大衆の看護サービスに対する認識、看護師自身の職務満
足度等に非常に多くの影響を与えている。韓国における
看護師の伝統的なイメージは、医療に関連する技術を有
する徳を備えた女性として考えられてきた 3）。また、看
護職に対するイメージは時代とともに変化してきてはい
るが、医師の補助者として清潔であり、看護に関する専
門的な仕事に従事する役割であるとされている 3）。 
大韓看護協会は、2006年にランダムに選んだ一般的

な男女1,031人を対象にして看護職のイメージに関して
電話での調査を実施した。その結果、多くの人の考え方
として看護師といのは社会的に認められている職業であ
り、医療に関する専門的知識があるうえに特別な技術を
有していることで、患者が抱えている多種多様な問題点
を解決できる可能性があるので、自身の家族にも少なく
とも1人は看護師がいて欲しいという非常に良いイメー
ジになっている 3）。また、看護師は専門性が高いだけで
なく責任も重大であることから、職業としては決して楽
しくはないという認識があるうえ、ストレスも多くて非
常に厳しい仕事だと考えていることがわかった 3）。看護
職のイメージは時の流れと文化的背景に基づいて多様に
形成されており、女性だけのユニークな職業という認識
からは変わってきている。 それにより、男性が看護職
の現場により入りやすくなって、男性看護師が急速に増
加してきたものと考えられる。

　最近、韓国では男女平等の認識が広がって、多くの人々が家父長制的価値観から抜け出している。多く
の家庭が共働きをして、家事や育児を分担するようになってきた。また、職業における性別差や優劣が少な
くなり、通常は男性に人気がある工学科に女性が増え、また、女性に人気がある看護学科に男性が増えてい
る。看護の専門性に関して社会的認識が高まり、男性看護師は増加する傾向にある。男性看護師の増加は、
女性中心であった看護関連の臨床現場に多くの変化をもたらしており、男性が女性を補完したうえで他職種
と円満な関係を維持することなどにより肯定的な意味で看護専門職の発展に寄与するものと期待されてい
る。韓国で急速に増加している男性看護師の現状を報告する。
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困難さを感じる多くの経験をしているとの報告がある 10）。
すなはち、第一に同時かつ多発的に発生する事象に対し
て適切かつ機敏に処理する能力が必要とされる病棟にお
ける看護業務においては、男子看護師の勤務地を決める
ときに合理的な基準作りが必要であるとしている。第二
に、医療消費者（患者およびその家族）や医療関係者に
病棟で働く男性看護師に対する偏見や否定的な見方があ
ったので、これを解消するために組織的に広報するよう
な戦略が必要であるとしている。第三に、医療の対象者
が男性看護師を拒否し、特定の看護を行うことができな
い状況にあったので、これを補完するための実践マニュ
アルと対応戦略の作成が必要であるとしている。第四に、
男性看護師は多くの女性がいる病棟勤務において、その
環境に馴染めない等に理由により不便さを感じることが
あるようで、同僚や先輩の男性看護師の指導や配慮が必
要であるとしている。最後に、男性看護師の増加に伴っ
て特別な部門のみに男性看護師を配置するわけにはいか
なくなってきたので、病棟において看護に関する業務全
体に関与できるように男性看護師が業務を遂行するため
の能力を向上するプログラムおよび支援するプログラム
の開発が必要であるとしている。

５．結論
韓国では看護職の専門性に関して社会的な認識が高ま
ってきたために、その就職の需要が増えてきていること
から男性看護師は増加する傾向にある。また、男性看護
師の増加は、女性が働き手として中心的な存在であった
看護関連の臨床現場に多くの変化をもたらしてきている。
そこで、男性看護師が女性看護師の役割を補完したうえ
で他職種と円滑な関係を維持することなどにより、肯定
的な意味で看護専門職の発展に寄与するものと期待され
ている。

３．韓国高校生の看護学科への関心
最近、韓国の高校生は職業を選択するときに、女子学
生に向いているイメージのある看護学科ではあるが、医
療に携わって様々な病気に苦しんでいる多くの患者を支
えるための専門的な知識や技術を学べる環境を提供して
いるところを考慮して、看護学科の受験を選択する男子
学生が増えてきており、看護師数の男女比に大きな変化
が起きている 4）。韓国では男性看護師が年々増加し、
2004年の830人から2014年には7,443人になり全体の
看護師の2.4％に達して10年間で約9倍に増加した 4）。
このような傾向には、看護師の求人率が安定して高い状
態での推移しているうえ、看護師には専門的な知識や技
術が必要とされるという認識が一般的に社会の広がりつ
つあり、男性が少数を占める分野に挑戦することで就職
や昇進に有利になるという期待感として反映されている
という報告がある 4）。
韓国の高校生は、より良い職場に就職するために大学
への進学を希望する傾向があり、2011年の高等教育機
関への進学率は72.5％になり1995年の51.4％よりも大
幅に増加した 5）。近年の大学入試における傾向は、看護・
保健系学科への関心が高くなってきている。特に、看護
学科は専門性が高いという認識から就職率が他の学科に
比べて高いとされ、志願率が上昇して2001年に4万人
余りだった在籍学生数が2011年6万人に増加した 6）。看
護学科の男子学生の割合は、2003年に3.2％だったのが
2011年には13.0％になって継続的に増加する傾向にある7）。

４．韓国の臨床での男性看護師
男性看護師は、特に専門化された看護技術および体力
が要求される精神科、麻酔科、救急室、集中治療室にお
いて非常に重要な役割を果たしているが、看護師を女性
の職業として認識している患者や保護者からは看護を拒
否されるという葛藤を経験している 3）。また、低い社会
的地位、人材不足に起因する超過勤務、劣悪な労働条件、
期待に満たない給料、少なからず残っている女性の職業
という固定観念等で看護職を離職するケースは少なくな
い 8）。男性看護師は、女性看護師よりも社会的偏見や先
入観を経験し、女性看護師との関係形成やコミュニケー
ションの難しさを感じて、職務に対する満足度が低下し
て離職率が高くなっていると言われている 9）。すなはち、
男性看護師は、女性が主流である看護組織で疎外される
等の理由で、人間関係における困難さを経験しており職
務満足度は男性が女子よりも低くなっている 9）。また、
そのことで離職意思が高くなっているのは行政と管理サ
ポートの欠如に関連付けられ、男性看護師の適応に対す
る支援する戦略が必要になっている 9）。
上級総合病院（日本の特定機能病院に相当）の男性看
護師は、一般病棟において様々な理由で適応することに
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Recently, many people are trying to escape patriarchal values as perceptions of gender equality 
spread in Korea. For example, many families work together to share housework and childcare. In 
addition, as the boundaries of gender are gradually disappearing from the profession, women are 
increasing in engineering colleges which is the representative of men, and men are increasing in 
the department of nursing which is the representative of women. Male nurses are increasing be-
cause Koreans have gradually been recognized professionality as nursing. Increasing male nurses 
influence greatly the clinical places in which females generally work. It is expected that male 
nurses help the working parts for females and the development of professionality as nursing by 
keeping good relationship with the other occupations. In this article, let's take a look at the phe-
nomenon of male nurses that is rapidly increasing in recent Korea. 

鄭昇姫・今井信行

― 168 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


